































スフィールド学会において、マンスフィールドの短編 “A Cup of Tea” に関
するご論考を発表された。このように国内外で多岐に渡る研究成果を発表
された先生であったが、それらの考察の背後には、一貫してマイノリティ
に対する繊細な眼差しがあることも見逃してはならず、そうした視座は、
研究のみならず、先生の教育面や学科運営にも確実に反映されていた。
雑司ヶ谷のご自宅から半世紀以上も本学に通われた先生にとって、女子
大学という空間はご自身を育んだ生活世界であった。そのような先生にとっ
て、少子化に伴う大学の現在の状況はまことに厳しく、ご心配の種は尽き
ないかもしれない。そのご懸念を払拭し、これまでのご貢献に報いること
が英文学科一同の大きな責務であることを、先生のご退職を控えた今、い
まさらのように痛感している。先生のさらなるご健筆とご健勝をお祈り申
し上げるとともに、今後も英文学科をお見守りくださるようこころよりお
願い申し上げる次第である。
